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異次元法学の提唱
佐野稔
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コンビュータ・プログラムが法律でどのように保護

されるか，あるいはどこまで保護されるか， という問

題が各界に提起きれてからすでに四半世紀以上の年月

が経過している.この問題は，次の論点に収束すると

いうことができょう(デッドコピーの問題はプログラ

ム保護の問題ではないので，本稿の対象外とする)

(1)著作権の保護はプログラムの構造や処理手順など

にも及ぶか? (2)特許権の保護はプログラムのアル

ゴリズムなどにも及ぶか? (3) 画面表示などのマ

ン・マシン・インタフェイスはどのように，どこまで

保護されるか?

どんな「ものj でも，それが初めて法的保護の対象

として人々の前に登場した時には少なからぬ法的論争

を生じてきた.したがって，プログラムの場合にも「エ

ンドレス」と思えるような昨今の論争が続いているこ

と自体，何ら幻滅することではない.それが「生みの

苦しみ」であれば，むしろ納得いくまで徹底的に議論

を尽くすべきであろう.しかし筆者は，この問題に関

する最近の議論を耳にする都度，空虚な気持ちを抱き

始めている.本誌の読者の中には，同様の感じを持た

れている方も少なくないと思う.

筆者は，プログラムを現行法で保護する場合に直面

する問題の背後に，人類が今までに経験したものとは

全〈異質な「何か」が潜んでいるのではないか， とい

う漠然とした疑問を飽き続けてきた.その疑問が何に

由来するかについての筆者なりの一応の解答をまとめ

たものが，以下の論文である.ただし，この論文で示

した見解は，筆者の独断であるが，次の四半世紀の後

には以下の視点の正当性が実証されることを信じて，

きらに研究を継続していく所存である.

「ポストニュートン・サイエンスJ 対「現行法体系J

人類は長い間，自然界のすべての物体が「ニュート

ンの法則」にもとづいて運動していると信じてきた.

ところが今世紀に入って科学は全〈新しい 3 つの世界

の存在を人類の前に示しニュートンの法則に従って
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現象を説明できる世界(以下， rニュートン・ワールドJ

と呼ぶ)は，むしろ自然界全体の中のごく一部分に過

ぎないことを示した.

本稿は，こうした新しい世界の出現が，知的所有権

を含めた現行法の体系の中での法的思考に捕らわれて

いる人類に対して， r法的発想の転換と，新たな法的概

念の導入」を迫っていることを示すことを目的とする.

現行法体系の物理学的土台

知的所有権を含めた現行法上の「権利J 概念の核心

は，対象物に対する「排他的支配」である. r排他的支

配j とは，他人の侵害行為の排除を意味する.現行法

は，侵害行為には必ず「外界(外部から認知し得る物

理的・化学的状態)の変化J (複製物の「作出」など)

が伴うことに着目し，そうした「外界に生じた変化J

を物理力の行使(強制執行)によって否定(差止め等)

することによって， r排他的支配」を実現するという手

法をとっている.

ところで，物理力による差止め等が意味を持つため

には， r外界」は少なくとも次の 2 つの属性A ， B を備

えていなければならない.

A. r変化」後の状態が，事前に特定きれ得ること

B. 状態の再現・保持・変更などについて人聞が支

配できること

外界が上の「属性AJ を満たさなければ， r何をすれ

ば権利侵害となるかJを事前に明示できないし， r属性

BJ を満たさない「外界」がそもそも権利の対象にな
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り得ないことは自明である.

他方，宇宙の全物質は原子で構成されている.われ

われが五感で知覚している世界は，原子レベルでの物

理的・化学的な状態に他ならない.各原子は，ニュー

トンの運動方程式によって，理論的には任意の時刻の

位置・速度などを正確に特定できるし，運動方程式に

代入する初期条件と境界条件とを適切に指定すれば人

聞は状態を自在に支配することができる.したがって，

われわれが住むこの世界は，上記A， B の 2 つの属性

を備えている.むしろわれわれは，外界がそうした属

性を具備するか否かを考えることすら必要なかった.

3 つのポストニュートン・サイエンス

ニュートン物理学が適用可能であるためには，次の

3 つの前提が必要である.

(a) 時間と空間が観測系によらず絶対であること

(b) きまぎまな物理量は，独立にかつ無限の精度で，

測定できること

(c)物質の生成・消滅がないこと

ニュートン物理学の限界を示した最初の科学は，相

対性理論である.相対性理論の世界(以下， rアインシュ

タイン・ワールドJ と呼ぶ)は，上記の前提 (a) (およ

び (c)) が満たされず，各関係者のいる座標系について

の情報を追加指定しない限り「外界j は属性A を持た

ない.

ニュートン後の第 2 の科学は，電子等の運動を記述

する量子力学である.量子力学は，

①対象物は粒子の性質と同時に「波」の性質をも

持っていること，

②その振る舞いが“'I" (x) "という波動関数で記述

されること，

( 1'I" (x) 1 2 が対象物の存在確率を与えること，

などを教えている.したがって，電子の制御にあたっ

ても，制御の対象となるのは存在確率 1 'I" (x) 1 2 であ

り ， r電子J という名の「物体」ではない.

量子力学が適用きれる世界(以下， r クオンタム・ワー

ルド」と呼ぶ)では，上記 3 つの前提のうち，少なく

とも (b) が満たされず(不確定性原理)，状態を確率で

しか論じ得ないから，属性A.B とも具備しない.特に

属性B を持たない点は，クォンタム・ワールドにおい

ては因果関係が成立しない， という法的にみても重要

な論点、を含んでいるが，本稿では詳細に立ち入らない.

われわれが法的保護の対象とするコンビュータ・プ

ログラムは，以下に述べるとおり，クォンタム・ワー
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ルドの中のプロダクトである.純粋に理論的な見地か

ら見れば，プログラムはプール代数に帰着する論理体

系にすぎず，数学の分野に属する.しかもプログラム

の考え方自体は，コンビュータの出現以前から知られ

ていた.しかしわれわれが現実に法的保護を求めてい

るのは，抽象的な英数字列(コード列)ではなく，所

定のコンビュータの上で所望の機能を所望の性能で現

実に実現することのできるコード列である.しかも同

じコード列であっても，それを第 1 世代のコンビュー

タ上で無断実行する行為は， rたて穴住居の建築技術の

無断利用」同様，現代においては法的に禁止する必要

も実益もない.要するにわれわれが現実に保護を求め

ているのは，事実上はプログラムの「パフォーマンス

(機能，性能)Jなのである.仮に何らかの手段でこの

「パフォーマンスの保護」が実現すれば，たとえ誰か

が或るプログラムのコード列の複製物を無断で「額に

飾った」としても(トレードシークレットを含む場合

を除けば)，プログラムとしての保護の目的は充分に達

成されるはずである.逆に，抽象的な英数字の並びし

か保護しない， というのであれば，それはもはや，わ

れわれが求める「プログラムの保護」の議論ではない.

ところで，半導体が実現する現在のプログラムは，

すべて，ハードウェア素子が作り出す特定のポテン

シャル場の中での電子(すなわち， 1'1" (x) 12 )の振る

舞いを制御することによって，所望のパフォーマンス

を実現しようとするものである.この場合， r伝導電子

の生成(伝導帯に励起)・消滅(軌道に落とす)J とい

う現象の利用が決定的かつ不可欠な役割を果たす.こ

の現象の利用がなければ，プログラムは現在のパ

フォーマンスを実現することができず，事実上「紙に

書かれた英数字の単なる羅列」となってしまう(真空

管式コンビュータで現在のフ。ログラムを実行する場面

を想像すれば容易に理解できょう).そしてこの現象

は，クオンタム・ワールド固有の現象である.したがっ

て現在われわれが保議を求めているプログラムは，

クオンタム・ワールドの中で初めて存在し得るプロダ

クトなのである(ニュートン・ワールドで存在するプ

ログラムは，われわれの関心の外である).

第 3 の新しい科学は， rカオスJ である.カオスは，

未だ確立された学問とはなっていないが，間違いなく

従来のニュートン的力学像の適用限界の存在を示して

いる.その概要をナビエ・ストークスの方程式の例で

紹介する.

ナビエ・ストークスの方程式は，基本的にはニュー
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トンの運動方程式を連続流体に適用して得られる非線

形偏微分方程式であって，流体の巨視的運動を記述す

る式として有名である.ニュートン・ワールドの常識

に従えば，初期条件と境界条件きえ与えれば任意の時

刻lの流体の状態は正確に記述できるはずである.とこ

ろが一般的に非線形方程式については，互いに誤差の

範囲内と思われる 2 つの初期値にもとつeいて計算した

各々の解は相Eにはなはだしく異なる内容となる場合

がある.実際，ナビエ・ストークスの方程式は，乱流

現象として知られている予測不可能な現象を生ぜしめ

る.この矛盾は，上記 (b) の欠如によって以下のように

説明できる.まず前述のとおりニュートン・ワールド

の世界観は，時間と空間が無限精度で測定可能である

ことを当然の前提としている.他方，そもそも人聞は，

「観測J を通してしか時間と空間を知り得ない.そし

て，当然ながら「観測」は有限精度でしか行ない得な

いから(人間にとって「真実の値」は永遠に知り得な

い)，カオス解を内在する非線形力学系ではこの観測精

度の有限性が決定論的な力学系における予測不可能性

の源泉となるのである.カオスの研究は，人間にとっ

て本来的に不可避な「観測精度の有限性j によって，

時間的空間的な展開を十分には予測できない状態系

(以下， rカオス・ワールドj と呼ぶ)が存在する， と

いうことを明らかにした.

なお，クオンタム・ワールドとカオス・ワールドと

の関係について付言すれば，この 2 つの世界は「観測

の限界」を理論の中心においている点で共通している

ので，将来この 2 つの世界を統合する「より大きな物

理学」が生まれる時がくるかもしれない.筆者は，カ

オスが「新たな科学を生み出す源の科学j であるよう

に

現行法体系の適用限界と異次元法学の提唱

アインシュタイン・ワールドは，前述のとおり，少

なくとも属性A を具備しない.そのような世界では，

たとえば「同時履行j などに関する現行法の法原則が

そのままでは適用できない.筆者は，アインシュタイ

ン・ワールドに適用される新しい法体系を「超次元法

学j と呼ぶこととする.ただし，この法体系が必要に

なる時代は当分先のことになろう.

クォンタム・ワールドは，前述のとおり， A も B も

具備しないから，この世界の現象に関する法律問題を

論ずる場合には，現行法の法的概念を根本的に再検討

する必要がある.そして前述のとおり，この世界から

1994 年 7 月号

出現した最初の「商品」が，コンビュータ・プログラ

ムである(プログラムは，各出力端子に O か 1 に相当

する 1 '1'(x) 1 2 の波型のパターンを生み出すに過ぎず，

プリント・アウトなど「外界の変化」を生み出すのは

プログラムの仕事ではない また量子力学の効果を利

用したさまざまなハードウェア素子がすでに実用化さ

れているが，それらはタンジプルな「ハードウェア」

であるから，ニュートン・ワールドの物理法則に従い，

したがって前記A も B も具備する.すなわち，現行法

の法原則をそのまま適用できる ).

現在，ソフトウェアを保護する場合に「何をどこま

で保護するかj が大きな問題となっている.プログラ

ムの構造や手)1原等が著作権で保護されるか，などがそ

の典型である.しかし，そもそも保護対象となってい

るプログラム(すなわち， 1'1' (x) 1 2 の振る舞い方の一

連の速なり)が帰属するクオンタム・ワールドは，前

述のとおり属性A(外界の特定性)を具備しないので

あるから，保護対象や保護範囲を「特定」しようとい

う現行法の発想自体を捨て去らなければ解決の道は見

つからない.

またほとんどの論者は，プログラムが「技術進歩の

成果物J であるとの事実認識にたっている.しかしこ

の認識は，根本的に誤っている.この誤解が，上述し

たようなフ。ログラムの法的保護問題に関する「混迷j

の根源となっている.技術進歩(超微細加工技術など)

は，人聞が「クオンタム・ワールドに踏み込むj こと

を可能にしたに過ぎない.プログラム自体は，技術進

歩とは無関係に昔から(コンビュータの出現以前から)

存在していたのであり，ただ，現在のパフォーマンス

がニュートン・ワールドでは実現できなかっただけに

過ぎない.われわれは人類の誕生以来，ニュートン科

学以外の科学が支配する世界に目を向けた経験がな

かったので，科学と技術の違いを意識する場面に出会

わなかった(新しい成果をすべて「技術の成果j と早

合点してしまうl.その意味でプログラムは，われわれ

に，科学と技術の違いに目覚めることを迫る最初の商

品であるといえよう.あいにくクオンタム・ワールド

の中でのわれわれの技術は未だきわめて未熟であるが，

今後「クオンタム・ワールドでの技術進歩j が進めば

もっと明確にニュートン・ワールドでの法原則が妥当

しない成果が生まれてくるだろう.われわれはその時

にそなえて，今からクオンタム・ワールドに適用きれ

る法体系を検討しておく必要がある.筆者は，この新

しい法体系を「極次元法学」と命名する.この新しい
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法学のもとでの「権利」概念の内容は今後の検討課題

であるが，少なくともクオンタム・ワールドでの物理

法則と合致した内容 (1確率的視点J の導入など)でな

ければならない.なお，マルチメディアなどの法的保

護について，それらが「テ。イジタルであること」に着

目した議論もなきれているが，クォンタム・ワールド

での技術の進歩は，近い将来ディジタルとアナログの

区別を無意味にしてしまうはずだから，そのような見

解に立った主張は正しいアプローチではない.

カオス・ワールドも， A , B 2 つの属性を具備しな

いから，クォンタム・ワールド同様，現行法の法的概

念の根本的再検討が必要となる.この世界からの将来

の成果として期待きれるのは，人聞の脳がカオス系で

あるとの信念にもとづいて研究されている「カオス・

コンビュータj である.仮にカオス・コンビュータが

できたとした場合，その出力結果は「本質的にJ 予測

できない.ところが現行法は，予測不能の現象を「不

可抗力J 等という発想でしか対応していなし、から，権

利帰属の問題，責任の問題などの点で深刻な法的対応

が迫られることになろう.他方，カオス・コンビュー

タが実現すれば，知的成果物を生み出す創作活動自体

(人聞の脳の中での思考活動自体)に対する法的評価

も必要になる.この世界に適用すべき法体系の研究も

将来の課題であるが，筆者はこれを「測差次元法学j

と呼ぶこととする.

前述のとおりクオンタム・ワールドとカオス・ワー

ルドとは将来統合きれるかもしれない.人工知能とか

遺伝子工学を含めたヒューマン・サイエンス(生命科

学)の成果の法律問題はその統合された法学の対象に

なるであろう. 1極次元法学」と「測差次元法学」とは

そうした統合場面にも対応できるような内容でなけれ

ばならない. 1超次元法学J ， 1極次元法学J， 1測差次元

法学J を合わせて筆者は， 1異次元法学j と呼ぴたい.

プログラム保護の問題に焦点を当てて本節の結論を

まとめれば，次のようになる.

1.プログラムは，現行法が適用きれる世界の「外J

で，法的保護について人類が未だ経験したことのない

全〈別個の考え方を必要とする「異次元の世界J の法

的ルールのもとで保護きれるべき経済財である.

2. 現行の「知的所有権」が，当初は「所有権J の

一種と理解されていたが，やがて「所有権類似J では

あるが「その一種j ではないことが判明して新たな第

3 の権利「知的所有権J としての地位を確立したのと

同様に，プログラムの権利についても，現行の「知的
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所有権類似」ではあるが「その一種j ではない.第 4

の財産権としての新しい権利概念の導入が必要である.

3. 現行法体系がそのまま適用できる世界はニュー

トン・ワールドだけであり(逆にいえば，現行法休系

はニュートン・ワールドを前提として発展・構築きれ

てきた)， クオンタム・ワ-Jレド，アインシュタイン・

ワールド，およびカオス・ワールドでは，現行法体系

の基盤となっている法的考え方そのものの再構築が必

要である.

電子社会と情報波動論

電子社会は， 1'1' (x) 1 2 でしか記述できない電子に情

報を体現きせる社会である.この事実は，電子社会が

以下の性格を本質的に内在していることを意味する.

(1) 電子はすべての物質の基本構成要素であり属性を

持たないから，情報も属性を持ち得ない.情報にいか

なる意味を持たせるかは，人間側の問題である.

(2) 電子は「波」でもあるから，完全に遮蔽しない限

り，全空間に拡散する.したがって，情報を特定の支

配領域内に閉じ込める努力は徒労に終わる.

政治・経済・社会・通商などの各分野で人聞が国内

外に敷いた目に見えないあらゆる制度的障壁が「情報j

によってつぎつぎと崩されていく世界的な潮流は，電

子社会に内在する上記の物理学的特性を考えれば，む

しろ自然の流れである.

他方，優勝劣敗は技術の宿命であるが，ニュートン

・ワールドの技術がクオンタム・ワールドの技術で駆

逐されていくことの当否を真剣に検討する必要がある

かもしれない.なぜならば，将来いかに電子社会が浸

透しようとも，人聞の感性はニュートン・ワールドの

ままのはずだからである.ニュートン・ワールドに住

むわれわれにとって，アインシュタイン・ワールドの

技術成果である原子力が，未だに底知れぬ不安感をぬ

く・いきれない対象となっていることを想起すべきであ

る.プレーキの開発を怠り，アクセルばかりを開発し

てきたニュートン・ワールドでの技術開発の失敗を異

次元の世界で繰り返さないために，法律家を含めたす

べての者が考えるべき問題である.

一一一一-0 一一一一-0 一一一一-0 一一一一一

なお上記の論文は， (社)日本国際工業所有権保護協

会発行の海外向け英文ジャーナル“A. I. P.P. I." (Vol. 

19 No. 1, 1994) に掲載された拙稿“Post-Newton

Science vs. Existing Legal Systems" を本誌、向けに

アレンジしたものである.
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